
　2025 年 5 月、松山市問屋町に「しみずクリニック泌尿
器科・内科」を開院いたしました。院長は泌尿器科専門
医の清水真次朗、副院長は内科・血液内科を専門とする
清水里紗が務め、泌尿器科疾患から生活習慣病・血液疾
患まで幅広く診療しています。排尿障害や前立腺疾患、夜

尿症、感染症などの専門
診療に加え、糖尿病・高
血圧・脂質異常症などの
一般内科、健康診断や予
防接種にも対応し、地域
の「かかりつけ医」とし
て安心できる体制を整え

ております。
　松山市民病院さまには、開院以来、急性期や高度な治
療が必要な患者さんのご紹介を通じて連携を深めていただ
いております。当院で対応できない検査や治療は早期に診
断し、専門的医療へ円滑に移行できるよう努めるとともに、
治療後のフォローや生活習慣
改善の支援も行っております。
　今後も病診連携を一層強化
し、患者さんが安心して暮らせ
る地域づくりに貢献してまいり
ますのでよろしくお願いいたし
ます。

No.64

令和 7 年 10 月発行
発行元／一般財団法人永頼会 松山市民病院

松山市民病院広報誌 えいらい　No.64（2025 年秋号） 　松山市民病院広報誌 えいらい　No.64（2025 年 秋号）6 １

221

秋号

発行責任者／理事長 山本祐司
編集／松山市民病院広報委員会

〒790-0067
愛媛県松山市大手町 2 丁目 6-5
TEL  ／ 089-943-1151
FAX ／ 089-947-0026

今号のトピックス
♢巻頭言
♢臨床の現場から
♢2025年10月1日より院外処方せん
　発行を開始しました
♢第75回日本病院学会へ参加して
♢小児作業療法の紹介
♢厚生労働大臣功績賞伝達式を執り
　行いました
♢愛媛県看護協会長表彰を受賞して
♢ボランティア「白鷺」通信
♢連携医療機関の紹介
♢愛媛の風景旅
♢お知らせ
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当院の連携医療機関である先生をご紹介いたします。

所在地 　： 松山市問屋町3番25号
電話番号 ： 089-908-8400
診療科 　： 泌尿器科・内科
休診日　 ： 水曜午後・土曜午後・日曜・祝日　　　　
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病院経営の要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務長　浅野 光孝

令和 7 年度の最低賃金の改定額が
決まりました。全都道府県で 1,000 円
を超え、愛媛県は 77 円引き上げて
1,033 円となります。当院にとっても影
響は大きいのですが、対応していきた
いと思います。
　医療業界の財務構造の特色として、
人件費率の高さは周知のことと存じま
す。業種別の平均をみると、サービス
業 38.0％、情報通信業 31.6％、製造
業 20.8％、小売業 13.0％、卸売業
6.8％（令和 4 年確報　中小企業実態
基本調査より計算）に対して、一般病
院は平均 55.7%（令和４年度 病院経
営管理指標　厚生労働省）となってお
り、いかにマンパワー主体で運営され
ているのか、よく分かると思います。
　最近、病院経営が非常に厳しいと
いう報道をよく目にします。当院の令
和 6 年度決算については、コロナ感
染流行期という特異な期間の少し前、
約 10 年前の事業収入規模まで回復さ
せることができました。しかしその当
時と比較すると、経費が全体的に増え
ており、人件費は 16％増、薬品を除
く材料費は 26％増と、たいへん厳し

いものがあります。医療業界は、ご存
じのとおり、収入が診療報酬制度によ
り決められており、自由な転嫁は許さ
れません。今後は、診療報酬収入ば
かりに頼るのではない、別の発想によ
る事業展開を模索する時代なのかもし
れません。
　私たちと同じ医療業の経営に携わっ
ている他の法人の方々とお話しする機
会は、実はそんなに多いわけではあ
りません。それでも、よく話題になる
のは、病院運営の要のひとつが、事
務員の能力次第、という点にあること
です。病院では、事務員といっても医
療事務、医師事務作業補助、総務、
経理、用度、保育、広報など様々な
部門に配置しています。単に書類を作
成したり、データの入力をしたりして
いるのではありません。医療、看護、
技術職の間に入って様々な調整をする
こと、全体のバランスを観ながらコン
プライアンスを意識して管理をするこ
と、ときには患者目線で診療の流れを
つくることがあります。こういった業務
に必要なものは、「人間力」だと思い
ます。AI も大事ですが、それを実行

する人間の資質も同時に問われます。
組織の運営は結局「人」が行うもの
だからです。
　昨年度から、事務職の監督職以上
の役職者と定期的に面談を始めまし
た。業務に関する報告や相談を、ひ
とりの人間としてどう捉えているかを意
識しながら進めています。事務職員対
象の e-learning もはじめました。都
会に出向いて講義を聴くことも大きな
意味はありますが、少しでもたくさん
の職員に、学びや気づきの場を提供
したいと思ったからです。
　さて、10 月 1 日から、当院も院外
処方に移行しました。詳しくは、本号
の特集 (3 ページ）をご覧ください。
事業規模的には少し小さくはなります
が、時代の流れに合わせてスリム化も
していかなくてはいけません。病院を
あげて、収入の確保や経費の見直し
にも着手しています。
　来年は、病院創立 70 周年を迎えま
す。地域住民のためにさらに存在し続
けることができるよう、職員一同、奮
闘したいと思います。

△水曜日と土曜日は診療13：00まで

一般財団財団財団財団財団法人法人法人永頼会 松山市民病院広報誌  Matsuyama Shimin 一般一般一般

連携医療機関の紹介

第 75 回日本病院学会にて（前列左から リハビリ室 矢野課長補佐、山本理事長、柚木院長
患者支援室 北村係長 後列左から 地域医療連携室 三谷課長、臨床検査室 和泉元技師長
臨床教育室 永渕課長、看護部 東方副主任、総務課 松長主任補、薬剤部 入岡主任補）
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愛媛大学山越
グラウンド

　深田久弥の日本百名山の
うちの一つ、西日本一標高
の高い愛媛の誇る石鎚山。
この山にはその称号以上の
魅力が詰まっています。それ
ほど体力がなくても登れる
道から体力をつけたつもり
でも完全燃焼してしまう道
まであります。他のピークを
絡めない正規ルートだけで
もその登山口は5カ所。途中の分岐もあり、正規ではないバリ
エーションと言われる道？もあるので、いつも登る時にはどれ
にしようかと迷います。

　春から秋は花が咲き、秋
の紅葉は毎年行っても飽
きないほど美しいです。冬
は雪が降れば本格的な雪
山になるし、大量に降れば
スキーを担いで登って短
距離だけど滑ることも可能
です。鎖場が有名ですが、
スリルを味わうなら、バリ

エーションルートもなかなかのものです。200ｍ近い断崖絶
壁をクライミングしている人も見ますし、山頂直下での沢登り
の報告も・・・僕は高所恐怖症なのでこれらは無理ですが。
　そうそう。36ある王子という名の祠探しもなかなか大変で
したが面白かったですよ。
　　　　　　　　　　（写真・文／形成外科 部長 手塚 敬）

墓場尾根の紅葉

山スキーもできます

　本表彰は、職員の著書、論文、それに準じたものを院内で
顕彰し表彰するもので、2020年より始まりました。選考対象は
前年発表分で、今年は2024年分を選考、6月4日に表彰式を行
いました。年々エントリー数が増え内容もレベルアップしてお
り、選考は毎回難航。嬉しい悲鳴です。一つの論文を仕上げる
までに、多大な時間と試行錯誤を重ねた職員の努力に、心か
ら敬意を表します。

【院長賞】
小田真司(薬剤部)
酸化マグネシウム服用中の高マグネシウム血症発現リスク因子解
析(「YAKUGAKU ZASSHI」　Vol. 144, No. 9）
【努力賞】
萩森康孝(リハビリテーション室)
一般病棟へ肺炎で入院した患者に対する多職種連携の効果検証
（「日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌」　32巻2号）
中川沙織(保育管理課)
病児保育を備えた企業主導型保育施設の運用（「医事業務」31巻
672号)
松長聡美(総務課)
【医療の質を高める職員教
育】急性期病院における図
書室の役割　学びは医療サ
ービスの源泉（「医事業務」
31巻681号）

　　　　　　　　　　　（文責：総務課 主任補 松長 聡美）
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